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河川整備基本方針
の案の作成

内容：基本方針
基本高水、計画高水流量等

社会資本整備審議会
（一級河川）

都道府県河川審議会※

（二級河川）

※都道府県河川審議会がある
場合
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内容：河川整備の目標
河川工事、河川の維持の内容

河川整備基本方針
の決定・公表

原 案

河川整備計画の案
の決定

河川整備計画の決
定・公表

学識経験者

関係住民

地方公共団体の長

意見

意見

意見

（河川整備基本方針）
第十六条 河川管理者は、その管理する河川について、計画高水流量その他当該河川の河川工事及び河川の維持（次条において「河川の整備」という。）

についての基本となるべき方針に関する事項（以下「河川整備基本方針」という。）を定めておかなければならない。
（河川整備計画）

第十六条の二 河川管理者は、河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当該河川の整備に関する計画（以下「河川整備
計画」という。）を定めておかなければならない。

３ 河川管理者は、河川整備計画の案を作成しようとする場合において必要があると認めるときは、河川に関し学識経験を有する者の意見を聴かなけ
ればならない

４ 河川管理者は、前項に規定する場合において必要があると認めるときは、公聴会の開催等関係住民の意見を反映させるために必要な措置を講じな
ければならない。

５ 河川管理者は、河川整備計画を定めようとするときは、あらかじめ、政令で定めるところにより、関係都道府県知事又は関係市町村長の意見を聴
かなければならない。

７ 第３項から前項までの規定は、河川整備計画の変更について準用する。

河川法

１．計画の策定経緯

Ｈ１５．２策定・公表
Ｈ１８．９策定・公表

富士川技術検討会
H15.6~H18.3

川づくり懇談会
H15.8~H15.9

H18.6~H18.8

河川整備基本方針とは計画高水流量その他当該河川の河川工事及び河川の維持についての基本となるべき方針に関する事項を定めるものであり、河川整備計画
は河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当該河川の整備に関する計画を定めるものである。

富士川においては、富士川水系河川整備基本方針は平成１５年２月に策定・公表されている。また河川整備計画については、学識経験者、関係住民の代表からなる
「富士川技術検討会」及び沿川ブロックごとに意見交換を行う「川づくり懇談会」等により意見を聞く等の必要な措置を講じたうえで、平成１８年９月に策定・公表した。
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２．富士川水系河川整備計画の概要 （１）流域及び河川の概要

鋸岳（2,685m）を源流とし、土砂生産量の多い大武川、小武川及び御勅使川等を合わせ、甲府盆地を貫流し、途中笛吹川が合流。その後、約56kmの山間渓谷部を抜
け、途中早川を合わせ、再び扇状地形の富士平野を貫流し駿河湾に注ぐ。

平均河床勾配は約1/240と典型的な急流河川。流域内を糸魚川・静岡構造線が縦断し、土砂生産量が極めて多い。このため、天井川の様相を呈し、一度氾濫すると
土砂混じりの濁流により家屋流出等の甚大な被害が発生するとともに、甲府盆地では長期湛水（最大湛水深5ｍ超）により壊滅的な被害。

元来より排水が良好でない甲府盆地南部では、天井川となったことと相まって、内水被害が発生。

富士川水系
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 流域面積 ：約 3,990km2

 幹川流路延長 ：約 128km
 流域内人口 ：約 1,149千人

（平成17年調査基準年）
 洪水想定氾濫区域面積 ：約 260.0km2

 洪水想定氾濫区域内人口 ：約 525千人
 洪水想定氾濫区域内資産額：約 107,916億円
 主な市町村 ：甲府市、甲斐市、笛吹市、中央市、富士市、

静岡市、富士宮市 等

富士川縦断図

流域及び氾濫域の諸元 流域図

静岡県

長野県

山梨県

埼玉県

東京都

神奈川県

群馬県

岐阜県

新潟県

富山県

石川県

愛知県

福井県

日本海

太平洋

糸魚川・静岡構造線
凡　　例

流　域　界

未固結堆積物（主に砂・泥・礫 ）

固結堆積物（主に礫岩・泥岩・粘板岩 ）

火山性岩石（主に火山砕屑物・安山岩・玄武岩 ）

深　成　岩（主に花崗岩）

富士川地質図

富士川町
（旧増穂町）

（旧鰍沢町）
富士川町

富士宮市
（旧芝川町）

95



２．富士川水系河川整備計画の概要 （２）河川整備の現状と課題（主な洪水（被害）状況） 富士川水系
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昭和34年8月洪水は笛吹川の戦後最大洪水であり、8箇所で堤防の決壊が発生し、甚大な氾濫被害となった。
昭和57年8月洪水は富士川、釜無川の戦後最大洪水であり、堤防の決壊は発生しなかったが、無堤地区で外水氾濫が発生。
その後、外水氾濫による被害は発生していないが、内水氾濫による浸水被害が平成3年などで発生。

主要洪水一覧 主要洪水の被害状況

・台風7号が富士川沿川を北上し、早川流域、東部山岳地帯を中心に雨が降り、清水
端上流の流域平均雨量は254mm。
・武田橋下流や根津橋上流など8箇所で堤防が決壊するなどの甚大な被害が発生。

■昭和34年8月洪水

■昭和57年8月洪水 ・台風10号が渥美半島から輪島半島に抜ける経路をたどり、早川・富士川中流域を
中心に雨が降り、清水端上流の流域平均雨量は283mm。
・堤防の決壊は発生しなかったものの、東海道本線鉄橋の流失のほか、河岸侵食や
内水氾濫、無堤地区での外水氾濫が発生。
・被災箇所は富士川13箇所、釜無川11箇所、笛吹川15箇所の計39箇所

笛吹川左岸の堤防の決壊 釜無川武田橋流失 市川三郷楠甫地区の浸水

流量  (清水端) 5,712m
3
/s

　　  　（北松野） 約9,000m
3
/s

死者・行方不明者 （山梨県内）
【人】 90

家屋全壊・半壊・流出 （山梨県内）
【戸】 6,536
家屋浸水 （山梨県内）
【戸】 14,445

出水被害状況

流量  (清水端) 約6,800m3/s
　　 　 (北松野） 約14,300m

3
/s

死者 （山梨県内）
【人】 7

家屋全壊・半壊・流出 （全流域）
【戸】 46

床上浸水 （全流域）
【戸】 523

床下浸水 （全流域）
【戸】 632

出水被害状況

東海道本線鉄橋の流失

信玄堤上流の高速濁流身延町波木井地先の堤防洗掘

富士川町駅前通り地区の浸水



２．富士川水系河川整備計画の概要 （３）計画対象区間及び計画対象期間 富士川水系

4

 富士川水系河川整備計画は、平成15年2月に策定された富士川水系河川整備基本方針に沿って、河川法第16条の2に基づき、富士川水系の大臣管理区間におけ
る河川整備に関する事項を定めている。

 河川整備に関する事項は、大臣管理区間を富士川下流、富士川中流、釜無川、笛吹川の４ブロックに分けて整理している。
 なお、富士川水系河川整備計画は、平成18年9月に策定しており、策定後見直しはしておらず、現時点（令和2年度）では、13年が経過しており、14年目を迎えている。

 本河川整備計画の対象区間は、富士川水系の大臣管理区間とする。

計画対象区間

計画対象期間

 本河川整備計画の対象期間は、概ね30年とする。
 なお、河川の整備状況、流域の社会状況、自然状況等の変化並びに新たな知見及び技術の進捗等により
対象期間内であっても必要に応じて本河川整備計画の見直しを行う。

河川名
管理区間延長
（km）

富士川
（釜無川含む）

85.0

早川 3.0

御勅使川 1.8

塩川 1.0

笛吹川

31.3

28.0

日川 1.0

重川 1.5

蛭沢川 0.3

五割川 0.1

濁川 0.4

計 122.1

ブロック
名

ブロック区分

富士川
下流

河口から山梨県・静岡県境までの区間

富士川
中流

山梨県・静岡県境から富士橋（山梨県市川三
郷町及び富士川町）までの区間

釜無川

釜無川：富士橋から武田橋（山梨県韮崎市）
に至る区間
笛吹川：釜無川合流点からJR身延線橋梁（山
梨県市川三郷町及び中央市）までの区間

笛吹川
JR身延線橋梁から岩手橋（山梨県山梨市）ま
での区間

ブロック区分図



２．河川整備計画の概要 （4）洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 富士川水系
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 富士川中流ブロックでは、昭和57年8月洪水等により家屋等の浸水被害のあった地区を優先的に整備する。
 整備は地形や地域特性を考慮し、築堤や宅地嵩上げ等多様な手段を組み合わせた整備とする。

事業実施箇所

ブロック 施行の場所 工事の種類

富士川
中流

南部町 福士 築堤

身延町 大野

市川三郷町 岩間

富士川町 鬼島
（旧鰍沢町）

築堤または
宅地嵩上げ

身延町 手打沢

身延町 切石

身延町 宮木

身延町 飯富

①浸水防止対策

【洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標】

◇戦後最大規模の洪水への対応
・戦後最大規模の洪水（富士川及び釜無川は昭和57年8月洪水、
笛吹川は昭和34年8月洪水）を安全に流下させることを目標とする。
・目標とする流量は、清水端地点において6,800m3/s、
北松野地点において14,300m3/sとする。

笛吹川

（単位：ｍ３／ｓ）

凡 例

■  基準地点

● 主要地点

桃林橋●

●
浅
原
橋

■
清
水
端

■
北
松
野

駿
河

湾

3,600 6,800 14,300 

3,400

釜無川 富士川



２．河川整備計画の概要 （4）洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 富士川水系
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急流河川である富士川では、洪水の規模の大小を問わず、流水の強大なエネルギーにより、堤防及び河岸での洗掘の被害が生じている。
洗掘に起因した破堤が発生した場合、釜無川や笛吹川の天井川区間においては甚大な被害が引き起こされる可能性があることから、護岸整備を計画的かつ重
点的に実施する。

事業実施箇所

ブロック 施行の場所 工事の種類

釜無川 富士橋～武田橋間 護岸

富士川大橋～ＪＲ身延線橋梁間

笛吹川 ＪＲ身延線橋梁～岩手橋間

③洗掘防止対策

②河道断面の確保対策（河床掘削・築堤）

河積が不足している富士川の十島堰上流、笛吹川の成田地区について、河川整備計画の目標流量を計画高水位以下で流下させることを目標に河床掘削を実施。
河床掘削にあたり、瀬と淵の保全に配慮して実施。
釜無川、笛吹川では、河川整備計画の目標流量に対して流下能力が不足している区間の対策として築堤を実施。

事業実施箇所

ブロック 施行の場所 工事の種類

釜無川 市川三郷町高田、市川大門 築堤

笛吹川 山梨市 岩手

笛吹市 成田

ブロック 施行の場所 工事の種類

富士川 十島堰上流区間 河床掘削

笛吹川 笛吹市 石和町



緊急用河川敷道路整備

河川防災ステーション
（ブロック内に1箇所整備）

富士宮市

富士市

山梨県
静岡県

十島地区河床掘削

河川防災ステーション（ブロック内に1箇所整備）
水防拠点（ブロック内に数箇所整備）

南部町

身延町

市川三郷町

福士地区築堤護岸

大野地区築堤護岸

飯富地区

宮木地区

手打沢地区・切石地区

岩間地区築堤護岸

鬼島地区

高田地区築堤護岸

増穂河川防災
ステーション

南アルプス市

韮崎市

甲斐市

昭和町
中央市

甲府市

流入支川対策

水防拠点
（ブロック内に1箇所整備）

成田地区築堤護岸岩手地区築堤護岸

石和地区河床掘削

笛吹市

山梨市

中央市

２．河川整備計画の概要 （4）洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

主要施行場所

位置図

富士川水系

 前述の浸水防止対策、河道断面の確保対策（河床掘削、築堤）、洗掘防止対策のほか、支川の改修事業と調整し、支川での浸水被害の軽減を図る流入支川対策
を実施する。 また、水害に限らず東海地震等を含む災害発生時の円滑な災害対策活動を支援する拠点の整備等の広域防災対策を実施する。

 洪水高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項に関する主要な施工の場所を下記に示す。

凡 例

：浸水防止対策

：河道断面の確保対策（河道掘削）

： 〃 （築堤）

：洗掘防止対策

：流入支川対策

：広域防災対策

：ブロック境界

：大臣管理区間

洗掘防止対策
（釜無川ブロック）

洗掘防止対策
（笛吹川ブロック）

富士川町
（旧増穂町・旧鰍沢町）

富士市
（旧富士川町）富士宮市

（旧芝川町）

静岡市
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２．河川整備計画の概要 （5）河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 富士川水系
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【河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標】

◇流水の正常な機能の維持に関しては、適正な状況となるよう対処
◇渇水等の被害を最小限に抑えるための情報提供や情報伝達体制の整備
◇良好な水質の維持と水質改善

富士川にあるべき水量の算定等、適切な必要水量設定に向けた調査及び研究を行うとともに、富士川における地下水の伏流及び還元実態について調査及び研
究を行う。

農業用水、発電用水等は、今後の利用状況の変化、社会情勢を踏まえ、適正な取水量及び河川流量となるよう、利水者及び関係機関等と調整を図る。

①流水の正常な機能の維持に関する水量

②渇水調整体制

③水質の保全並びに改善

渇水時の情報提供、情報伝達、利水者相互間の水融通等、緊急時の渇水対策を効果的かつ効率的に実施のため、関係機関等が連携した体制の円滑化。
水の重要性の再認識、節水の実践、水資源の有効利用等に関する啓発活動に取り組む。

定期的な水質観測を継続するとともに、水質異常時の監視を行い、情報を関係機関に提供する。
水質事故や渇水等の水質異常時は、光ファイバー網を活用し、リアルタイムの情報を提供する施設を整備する。
関東地方水質汚濁対策連絡協議会（富士川部会）を活用し、水質事故対策に対する連携、体制の充実強化を図る。
河川巡視等により水質監視を行い、異常水質の早期発見に努める。

 平成15年2月に策定された富士川水系河川整備基本方針では、「流水の正常な機能を維持するための必要な流量に関する事項」においては、「河川及び流域にお
ける諸調査を踏まえ、水循環機構の実態を明らかにした上で決定する。」としており、流水の正常な機能を維持するための必要な流量については定めていない。

 基本方針策定にあたっての検討では、下記項目を課題としている。
・富士川の水利用実態と富士川が有すべき本来の河川環境、景観、水面利用形態などについての調査、解明を図ったうえでの正常流量設定が必要がある。

・農業用水の必要水量設定にむけた調査・解明や利水関係者との調整を図ったうえでの正常流量設定が必要である。

・甲府盆地の地下利用実態や扇状地河川の伏流現象と地下水との関連について調査、解明を図ったうえでの正常流量設定が必要である。



ブロック 施行の場所 整備の内容

富士川

下流

富士市松岡 雁堤の遊歩道等の整備

富士宮市沼久保 遊歩道等の整備

富士市木島（旧富士川町） 親水整備

富士宮市尾崎（旧芝川町） 桜づつみ、遊歩道等の整備

富士川

中流

南部町福士 親水整備

南部町内船 親水護岸等の整備

身延町大野 親水整備

身延町飯富 親水整備

富士川町明神（旧鰍沢町） 河岸跡公園整備と連携した水辺整備

釜無川 富士川町青柳（旧増穂町） 道の駅と河川防災ステーションと連携した川

の駅（水辺プラザ）

南アルプス市東南湖 水辺の楽校等の親水整備

南アルプス市鏡中条 霞堤部分での親水整備

南アルプス市鏡中条 親水整備

南アルプス市上高砂～

韮崎市龍岡町下条南割

甲斐市竜王～甲斐市下今井

大規模治水歴史公園整備

甲斐市西八幡～韮崎市水神１丁目 遊歩道等の整備

笛吹川 笛吹市八代町 親水整備

笛吹市一宮町田中、山梨市大野 三川合流部の親水整備

２．河川整備計画の概要 （6）河川環境の整備と保全に関する事項 富士川水系

【河川環境の整備と保全に関する目標】

◇生物の生息、生育環境の保全、在来種や貴重な種の群落等の保護、保全
◇誰もが川とふれあい親しめる場及び水辺の散歩道等の整備

①良好な自然環境の保全 ②人と川とのふれあいの場の整備

ブロック 施行の場所 工事の種類

富士川
下流

静岡県清水区蒲原地区
富士市五貫島

整備及び自
然保全対策

事業実施箇所 事業実施箇所

河口部の自然環境の保全

人と川との触れ合いの場の整備
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凡 例

良好な自然環境の保全
人と川とのふれあいの場の整備

ブロック境界

雁堤の
遊歩道等の整備
（富士市）

整備及び自然保全対策
（富士市・静岡市）

親水整備
（富士市（旧富士川町））

遊歩道等の整備
（富士宮市）

桜づつみ・
遊歩道等の整備

（富士宮市（旧芝川町））

静岡市清水区
蒲原地区

富士宮市

富士市

山梨県

静岡県

親水整備
（南部町）

親水護岸等の整備
（南部町）

親水整備
（身延町）

親水整備
（身延町）

河岸跡公園整備と連携した
水辺整備

（富士川町（旧鰍沢町））

南部町

身延町

市川三郷町

水辺の楽校の親水整備
（南アルプス市）

霞堤部分での親水整備
（南アルプス市）

親水整備
（南アルプス市）

大規模治水
歴史公園整備

（南アルプス市・甲
斐市・韮崎市）

遊歩道等の整備
（甲斐市、韮崎市）

南アルプス市

韮崎市

甲斐市

昭和町
中央市

甲府市

道の駅、河川防災ステーションと
連携した川の駅（水辺プラザ）
（富士川町（旧増穂町））

三川合流部の親水整備
（山梨市・笛吹市一宮町） 親水整備

（笛吹市八代町）笛吹市

山梨市

中央市

２．河川整備計画の概要 （6）河川環境の整備と保全に関する事項 富士川水系

施行場所

位置図

富士川町
（旧増穂町）

富士市
（旧富士川町）

富士宮市
（旧芝川町）

富士川町
（鰍沢町）

大臣管理区間
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